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ヒ ノ キ球果にお ける 果樹カ メ ム シ類の吸汁調査法
つつみ

福 岡 県農業総合試験場 堤 隆 文

は じ め に

果樹の 果 実 を 加答 す る カ メ ム シ と し て ， 国 内 で 30 数
種が記録 さ れて い る が， 主 要 な種 は チ ャ パ ネ ア オ カ メ ム
シ (Plaulia c1ηぉοta slali Scott) ， ツ ヤ ア オ カ メ ム シ
( Glauc匂写 suhJmnctatus (W a!ker) ) ， ク サ ギ カ メ ム シ
(Halyomorþha halys (Stå] ) ) の 3 種 で あ る ( 長 谷 川 ・
梅谷， 1974) 。 予察灯 へ の誘殺数 で み る と 東北地 方 な ど
の寒冷地 で は ク サ ギ カ メ ム シ が優 占 種 で あ り ， 南九州、| な
ど の 温暖地域 で は ツ ヤ ア オ カ メ ム シ が多 い が， 全国 的 に
見 る と チ ャ パ ネ ア オ カ メ ム シ が最優 占 種 と な っ て い る 。

こ れ ら の カ メ ム シ 類 は 果樹園 内 で 世代 を繰 り 返 す こ と
は ほ と ん ど な く ， 果樹園外の植物で羽化 し た 成虫が飛来
し て 果樹 を 加害 す る 。 成虫 は 広食性で あ り ， 福 岡 県 で は
各 種 の 果樹 を 含 め ， 餌植物 と し て 49 科 109 種 の 記録が
あ る ( 山 田 ・ 宮 原， 1980) 。 し か し ， 幼虫 が発育可能 な
寄主植物 は比較的少 な し チ ャ パ ネ ア オ カ メ ム シ で は ヒ
ノ キ ， ス ギ な ど 1 5 科 22 種 ( こ の う ち ， ほ ぽ毎年幼虫 の
発育が観察 さ れ る も の は 7 科 7 種) ， ツ ヤ ア オ カ メ ム シ
で は ヒ ノ キ ， ス ギ お よ び コ ブ シ の 3 科 3 種が知 ら れ て い
る の み で あ る ( U I EEI ・ 宮 原， 1980 : 大 平， 未 発表) 。 ク
サ ギ カ メ ム シ で は 他 県 で の 確認 も 含 め て ， 成 ・ 幼虫 で
27 科 51 種以上の餌植物 が記録 さ れ て い る 。 こ れ ら の 植
物の な か で は ヒ ノ キ ， ス ギ の植栽面積が圧倒的 に 多 し ミ。
ま た ， ヒ ノ キ 球果 は 7 月 � 10 月 ま で長 期 間 に わ た っ て
餌 と し て 利用 で き る た め ， カ メ ム シ は球果上 で世代 を繰
り 返す こ と がで き る 。 ヒ ノ キ ， ス ギ の球果以外 に 長期間
に わ た り 安定的 に l放汁 で き る 寄主植物 は な く ， 果樹 を加
害す る カ メ ム シ 類 (特 に チ ャ パ ネ ア オ カ メ ム シ と ツ ヤ ア
オ カ メ ム シ ) の発生抵 は球果結実量 に よ っ て ほ ぽ支配 さ
れ て い る と 考 え て よ い も の と 思わ れ る 。

前述 の よ う に ， 球 架 は 7 月 � 10 月 ま で カ メ ム シ に と
っ て 好適 な餌で あ る が， 樹上の カ メ ム シ が吸汁す る こ と
に よ り 徐々 に 消耗 し ， 吸汁数があ る 閥値 に 達す る と 成虫
は好適 な餌で は な く な っ た と 判断 し て ヒ ノ キ を 離脱 し ，
果樹園 に 飛来す る と 忠わ れ る 。 し か し ， 球果の外観か ら
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餌 と し て の 消耗度 を 判 断 す る こ と は で き な い た め， カ メ
ム シ の 果樹閑 への 飛来時期 の 予測 は 困難で， 発生予察や
防除指導上大 き な 問題 と な っ て い る 。

口 針鞘 (sty!et sheath) が多 く の植物吸汁性昆虫 の加
害後 に 形成 さ れ る こ と は ， か な り 普 か ら 知 ら れ て い た
(例 え ば， SMIT I I ，  1920 ;  P"INTEIミ ， 1928) 。 ウ ン カ ， ヨ コ パ
イ 類で は 口 針鞘 の 主成分 は 蛋 白性物質 で あ り ， 口 針鞘 は
下唇溝 の延長 と し て 植物体内 で小限刺針 を ス ム ー ズ に 前
進 さ せ る た め に 機 能 す る と 考 え ら れ て い る (寒 川 ，
197 1 ) 。 カ メ ム シ が ヒ ノ キ ， ス ギ の 球果 内 の 種子 を 吸汁
す る 際 に ， 種子 ま た は球巣 上 に 口 針鞘が形成 さ れ る こ と
は以前か ら 知 ら れ て お り ， カ メ ム シ の被害 を 識別 す る 指
標 と し て 注 目 さ れ て い た が， 具体的 な調査方 法 は 確立 さ
れ て い な か っ た (小林 ・ 横 山， 1 984) 。

そ こ で， 福 岡 農総試で は カ メ ム シ の 吸汁 の 際 に 形成 さ
れ る 球呆 ヒ の 口 針鞘の 調査法 を 確立 し た 。 そ し て ， 口 針
鞘数 と 樹 tの成虫数 と の 関係 を調査す る こ と に よ り ， 口
針鞘 を 指標 と し て 球果 の餌 と し て の 消耗度 を評価す る こ
と ， さ ら に ， 成虫が ヒ ノ キ を 離脱 し 果樹闘 へ飛来す る 時
の 口 針鞘数の 閑値 を推定 し て ， 口 針鞘数の増加曲線か ら
果樹園 に お け る カ メ ム シ の 防除時期 を 予測 す る こ と を 可
能 に し た 。

I ヒ ノ キ球果 に お け る ロ 針鞘の形成状況

ヒ ノ キ 球果の外観は サ ッ カ ー ボ ー ル に 似 て お り ， ボ ー
ル の縫 い 目 に 当 た る 部分 は縫合部 と よ ばれ る 溝 に な っ て
い る 。 球果の 表面 は こ の縫合部で固 ま れた ブ ロ ッ ク に 分
かれ る 。 縫合部 の 奥 に 種子 が あ り ， カ メ ム シ は 内部 の種
子 を 11&1+す る た め ヒ ノ キ 球果 に 口 針 を 突 き 刺 す 。 チ ャ パ
ネ ア オ カ メ ム シ 成虫 に 球果 を 吸汁 さ せ れ ば， 口 針鞘 の 約
90% が縫合部 に 集 中 す る の で， 多 く の場合， カ メ ム シ は
球 果 の 縫 合部 に 口 針 を 挿入 し 吸汁 す る も の と 思 わ れ る
が， 球果の表面か ら 吸汁 す る 場合 も あ る 。 球果表面 の 口
針鞘 は小 さ い が， 縫合部 に 口 針 を挿入 し た 場合 は ， 縫合
部 の側壁 に細長 い 口 針鞘が形成 さ れ る 。 口 針鞘 は 白 色 な
い し 黄 白色 を 呈 し て い る 。
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H ヒ ノ キ球果の 口 針鞘調査法

1 球果の採集場所

カメムシの 果樹 悶への 飛来時 間を 予測する ための 口針
鞘調査用 球*=の 採集に 当たっては以下の 点に 憎む し， 採
集場 所を 選定する。

① 球果の 採集;場所は異なる環境 ごとに 選定する ことが
望ま し い ( 純粋な 里山の ヒノキ 林， 架樹 図に 近い ヒ ノキ
林， 果樹 園の 聞に 狭まれ たヒ ノキ 林等)。 地形|切に 連続
して いれ ば ( OOiJ J地南斜面等)， 採集場所間の 距Jijffが
20�3 0  km 離れて いて も 調査 仁問題とな らな し 3。

②良 薬 害事の 彩特を 受けな い ヒ ノキ 林 ( 果樹|刈に 隣接 し
て いると 防|徐 されることがある)。

③一年間の 採集iJが lr(lií呆で、きるよう， ある程度まとま
った本 数 の ヒノキがあること。

④孤立 樹は一時期にカメムシが 集中 し， �I�'/;�;値を 示す
ことがあるの で避ける。

球果の結 実illはil�によ って大き く 異なるため ， 結 笑の
少な い年には採集;場所の 選定に 多 いに 苦労するが ， 主主凶
は完全に 一 致 して いるわけ ではな いの で， 詳細に 現地を
踏破すれ ば結笑の 多 い 樹 が 必ず見つかる。 カメムシの 行
動範囲は広いの で， 採集場 所は毎年同一 でbある必要はな
し その 年の 結笑 II Iの 多 い 場所を 選ぶことが 重 要 であ

るo
ま た， 球'*採集|時に 樹 上のカメムシ 数 調査 (l 調査地

点3 樹 ， 1 樹3 か 所 ビー テ ィング)を 行い， 仁| 針鞘 数 と
虫 数 ( 特に 成虫)の 関係を 把握 してお く ことも 必婆であ
る。

2 採集方法

①}求架の 採集は 6 月 司 1句か ら1 0 月 下旬ま で約1 0 日 間
隔で実施することが 望ま し いが ， 第l 世代成虫が 出現す
る直前の7 月 I I I� 下旬か ら 笑施 しで もよ い。

②1 採集地点か ら3 樹 を 選び ， 1 樹 当たり3 0 *以上
採集する。 な お， 連続 したヒノキ 林 であれ ば， 結 実が 少
な い年は 2�3 樹を l本とみな して 球果を 採集 しでもよ
�' o  

③一 つの 球梨沈か ら 多 くの 球果を 採集 してはな らな
い。 高校切 り パサミを m いて ， なるべ く 広範凶か らま ん

べ んなく ( l 樹5 か 所程度) 採集する。
3 口 針鞘数調査の手順

前述のように 口 針 鞘は縫合部のみな ら ず 球'*表面全体
に 場 所を 選ばず付 着 して いる。 しか し ， 経験的に 縫合部
が 多 いこと ( 表而は脱落 しやす いの かも しれな いが)や
調査に 要する時 間か ら ， 本 調査では 球果縫合音1\に形成 さ

れ た口金1-1Vì�íのみをカウン 卜する。
カメムシは極予を 狙 って 加害 して いる ものと 忠われる

が ，種 子ま で到達 して いな い 口針鞘 も見 られる。 縫合部
に形成 され たし|針鞘は途[1-1で切れて いる もの ， 直接種 子
に 付 着 して いる もの ， 内壁の 途中か ら 現れて いる もの ，
小 さ いもの ， 大き い もの等， 様々 である。 しか し， どの

ような 口針鞘も 同 じように1 本と してカウントする。 ま
た， 1本の 口針 科iが 縦に さけ， 左右の 壁面に分かれて 付
着 して いること もあるの で注意 しなけれ ばな らな し 、

福岡段総試 で笑施 して いる 口針鞘 数 調査の 手I1闘を 以下
に 示 した。 調査* 数 は 多 い ほ どよ いが ， 労力的な 関係 も
あ り ， 1 樹3 0 架 ( J 地点 90果)と して いる。

①採集 し た 球梨を電子レン ジ で軟化 し， 縫合音r\が 聞き
やす いようにする ( 一 度 凍結 した後の 方が 軟化 しやす
い。 目 安は5 00 W で3 0 個/1分程度)。

②最初に 調査する呆梗付近の ブロックをマジ ック でマ
ーク し， 実体 顕微鋭下で， ピン セットと 指を 月1 いて 球果
縫合音1\を 聞き， 縫合詰11に形成 され た口 針 鞘 数 をカウ ント
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す る 。

③球架 を 回転 さ せ な が ら W:l頁祝日 ま です べ て の縫合f111 を

調査す る 。 同 じ場所 を 2 @ カ ウ ン 卜 し な い よ う に 注記、す

る 。

皿 ヒ ノ キ球果の ロ 針鞘数 と 成 虫の離脱時期の関係

樹上 に 多数の成虫が生息 し て い て も 球果が豊作で球'*

の 口 針 鞘が少 な か っ た 1 995 年の場合， 成 虫 は 1 0 月 ま で

ヒ ノ キ か ら 離脱 し な か っ た 。 こ れ に 対 し 樹上の成虫数は

少 な か っ た が早 く か ら 口 針鞘数が増加l し た 。 1 998 年 は ，

成虫、が 8 月 仁1 '下旬 に ヒ ノ キ を 肉IU悦 し ， 被害が発生 し た 。

1 999 年 は 9 月 上旬 に 平均 口 針科j数が 25 本 を 超 え ， 同l時

期 か ら カ メ ム シ に よ る カ キ の 被害が発生 し た 。 こ う し た

ヒ ノ キ 球梨の 口 針鞘数 と 有EJJ.: の 成虫数 と の 関係 を 分析 し

た 結架， 球梨の平均 口 針1鞘数が 25 本以上 に な る と 成虫

が ヒ ノ キ をIiiIfJ悦 し 果樹園 に 飛来す る も の と 推定 さ れ た。

IV 口 針鞘数 に よ る カ メ ム シ の離脱時期 の予測法

こ れ ま で述べ て き た よ う に ， W樹カ メ ム シ類 は， ヒ ノ

キ 球果が 自 ら の l汲汁 に よ っ て仰 と し て 不適 に な る と ヒ ノ

キ を附脱 し ， 果樹園 に 飛来す る 。 そ の一 つ の 目 安が球梨

の平均 口 針作i数が 25 本 と す る と ， そ の 時期 を 予ìJ!lJ で き

れ ば果樹カ メ ム シ類が果樹園 に 飛来す る 時期 の予察が可

能 に な る 。

こ れ ま での調査結果か ら ， 樹上の幼虫数が増加 し 始 め

る 7 月 下旬 の 口 針鞘 数 と ， そ の 調査地点の 口 針 鞘 が 25

本 を 超 え る ま で に 要 し た 円 数の |具l係 を 見 る と ， 両者の間

に は梓|関が認め ら れ， 7 月 下旬 の 口 針 料i 数 か ら 果樹 カ メ

ム シ類の離脱|時期の大 ま か な予測が可能で、あ る ( 1�1- 1 ) 。

2000 年の カ メ ム シ 離脱時期 の 実測値 と 1999 年 ま での デ

ー タ に よ る 予測 式 の 計算値 は ， お お む ね一致 し た (表

[ 主 な 次 号 予 告
次号来年 1 月 号の掲載が予定 さ れ て い る 記事 は 次

の と お り です。
新年 を 迎 え て 志釘J:Efl l
新年 を迎 え て 津田 許可
平成 1 3 年の病害虫発生 と 防除 植物防疫諜

航空機 (111f:人へ リ を含 む ) を 利 用 し た 良薬散布のJJ'�
状 と 研究課題一航空|切除 (無人ヘ リ コ プ タ ー |切除
を 含 む ) の現状 値松 勉 他

我が固 に お け る ト ス ポ ウ イ ル ス 病 の 発生状況 に つ い
て 奥田 充

天敵 に 対 1 る 薬剤の影響評価法 に つ い て 天野 洋ー

市 60
/.i" Y = 45.94 - U62X - O. 1 335X' 
i i 50 
2 40 
地 30H兄
ま 20で
の 1 0
1 1  
数 日

o 

O 

R' = 0.5 1 5  O 

? 4 6 8 

7 t J  1"旬 の l 呆当 た り I I J; I 利 数

図 ー 1 7 ) n'1，}の球栄1I量 l 鞘数 と カ メ ム シ縦!悦|時期の関係

1 0 

表 ー 1 7 )  J 下旬 の 1-1 針 納数に基づ く ヒ ノ キ 雌l悦l時WIの予測 (2000)

品1資場所 平均1 l �bí4�1数 �jl[)悦予測 11 尖際の縦!即時Jlfl

I手)))) 111]
'1\:) 1 111 1  

[1 1主メLlII]

1 2 . 6  

1 0 . 0  

1 1 .  " 

8 )J 2 11 8 ) 1 3 11 � 1 'J I-' 

8 n 1 3 1-1 I! 

8 )  I 7 1 1  I! 

‘ 笑際のト掛!悦Hりlfl は樹 仁 の成虫数制脊 に よ る .

1 ) 。 今後 も 口 針鞘数 と 隣脱時期の デー タ を 蓄積 し て い け

ば， 予測式の精度 は さ ら に 向上 す る も の と 思わ れ る 。 た

だ し ， こ の 予測式 は 口 針 鞘 数 が 25 本 を 超 え ， 果 樹 園 に

飛来があ る こ と を fJíJ提 と し た も の で あ り ， 予測範囲 は 9

月 上旬 ま で に な っ て い る 。 年 に よ っ て は 1 0 月 下旬 ま で

25 本 に 至 ら ず， 果 樹 園 に 飛来 し な い 乙 と も あ る の で，

推定値 を 目 安 と し な が ら 口 針鞘 の増加状況 を 追跡調査 し

て判断す る こ と も 必要であ る 。
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